





































































































Number 1 2 3
toadd M SD M SD M SD
1 16．172．33 18．331．72 16．922．44
2 13．673．29 15．752．39 14．171．91
3 14．673．22 14．083．40 12．832．90
4 12．584．71 12．252．18 10．502．04






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 60．2 10．2853．2 3．9256．8 2．79
2 64．4 13．3559．0 10．9758．6 3．61
3 54．2 5．7464．8 18．1856．6 5．35
4 54．8 3．3152．4 2．58 67．816．62
5 54．0 3．9155．2 3．87 78．417．34
6 54．4 7．8451．6 1．3675．0 13．62
7 55．8 5．4253．0 3．6979．8 23．16
8 55．0 4．2952．2 2．99 90．219．60
9 56．4 5．4653．8 3．1951．8 3．60
10 58．0 7．29 54．64．0852．8 3．76
11 57．4 5．7160．8 9．9952．O 2」0
12 56．4 5．6474．6 18．4663．6 18．49
13 56．4 7．8673．4 15．4763．4 18．53
14 55．2 6．4075．4 17．0858．0 7．29
15 61．2 15．5485．4 16．6354．0 8．00
16 64．2 18．9690．4 10．9858．8 8．84
17 65．2 18．6298．2 2．23 54．47．84
18 65．2 18．7399．8 0．40 54．87、．68
19 65．2 18．87100．0 0．0052．8 3．92













































































































































































































































































































































































































Groups　Membersy‘ 9‘ y‘ 9」
M SD M SD M SD M SD
1 15．55 3．32 15．90 4．48 18．85 2．41 22．80 2．56
2 9．15 2．57 10．45 2．73 15．05 4．06 15．75 4．78
1 3 7．05 3．38 8．90 3．527．55 2．01 13．∞ 1．00
4 14．65 2．73 17．60 2．87 7．60 2．89 8．90 3．06
5 10．90 2．74 12．10 2．62 13．90 2．93 22．50 5．77
1 13．15 5．77 14．00 7．12 16．40 1．53 15．90 2．34
2 14．05 2．09 10．70 2．26 14．45 2．04 16．00 3．44
2 3 10．20 1．99 5．05 3．58 13．351．85 11．65 1．71
4 14．05 2．89 12．30 3．52 11．30 2．76 7．50 2．87
5 14．40 1．46 14．40 1．91 18．05 1．94 16．30 1．14
1 16．90 2．39 15．35 5．10 14．90 2．21 15．50 2．78
2 11．70 1．58 10．95 1．53 18．05 2．92 16．45 4．19
3 3 13．85 1．96 28．9013．13 11．401．85 11．80 2．42
4 10．25 2．42 11．35 2．37 15．45 1．72 15．65 4．41
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17 14．22．99 8．6 2．9410．82．93
18 14．25．4911．43．8312．03．85



























14 9．6 5．9914．4 3．9313．0 1．67
15 12．07．4817．21．4514．0 2．61
16 12．64．4515．81．7214．04．34
17 13．8 5．6714．62．1513．8 4．79
18 11．84．1215．63．4414．23．97
19 11．6 2．8715．63．2613．45．31
20 11．62．5817．02．9014．65．08
いた。実験事態として1，IIの事態を設定した。
1事態では，集団目標に関する情報と，集団業
績が目標より逸脱することを示す逸脱量に関す
る情報が与えられた。集団目標量は，一定で65
であった。II事態では，集団目標は成員が設定
した。成員はそれぞれ集団目標として期待する
量をリーダーに報告し，その平均値を集団目標
とするという方法で試行ごとに集団目標を定め
ていった。一定値を集団目標とすることは可能
であったが，50～100の範囲内になるように制
限されていた。集団業績の集団目標からの逸脱
度は，1事態，II事態とも同じであった。－15
から＋15までの間の逸脱度で，1～5の間隔で
漸増（減）するようにしておいた。
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　集団が自ら目標設定を行なう場合の自己調整
システムを示したのがFig．1である。集団が目
標設定を行なわない場合のシステムは，前回報
告した通りのものであった。集団が目標設定を
行なう場合の全体の伝達関数WIIは，
　　　　　　　　W3（W2－W1）WII＝　　　　（1－W3W1）（1十W4）－W3W4（W2－W1）
　で表わされ，この中のW1からW4までのオ
ペレーターの推定が必要であった。
　集団目標設定の過程で，集団目標（9）は集
団成員の期待する集団目標の平均（θ）とそれか
らの偏差（のに分割され，％が逸脱量（ε）に
応じて変化すると仮定することができる。そし
て百（t）をε（t），E－1ε（t）の一次結合とし，その
重みを重回帰係数で推定した。II事態の結果を
みると，ε（t）の係数が負であり，集団目標がε（t）
によって調整されることを示した。集団業績の
調整の過程で，まず成員の個人目標の総計
（Σg‘）が，集団目標に応じて変化するΣ忌と，
それからの偏差（Σg；）とに分割され，Σg’‘が逸
脱量（ε）に応じて変化すると仮定した。この
Σg’〆をε（t），E－1ε（t）の一次結合とし，その重み
を重回帰係数で推定した。その結果，集団目標
設定の行なわれるII事態では，ε（t）の効果が大
で，1事態ではあまりε（t）の効果が認められな
かった。個人目標の総計と集団業績（y）との
関係を相関係数および回帰係数でみると，II事
態では1事態より相関係数が低く，目標値以上
の集団業績を絶えず出力するという促進傾向が
強いということが明らかとなった。
　集団成員の個人単位の調整システムをみる
と，集団単位の結果ほど一貫性のあるものでは
なかった。成員個人が期待する集団目標（の
を，ε（t）に従って調整するという成員がII事態
では多いが，E－1ε（t）に従っているとみられる成
員もあった。個人目標の平均からの偏差（g’D
をεによって調整する程度をみても，II事態の
集団単位の結果のように明確ではない。g’ゴ（t）
を　ε（t）　に従って調整する者は多いが，逆に
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E－1ε（t）に従う者も含まれていた。個人が個人目
標（g‘）に応じた業績をあげるか否かという面で
も個人差が大であった。回帰係数はかなり低く，
個人目標に即応した業績を出していない者が多
かった。全般に目標以上に業績をあげるという
増幅傾向がみられ，II事態ではとくに促進傾向
が強いようであった。しかし集団単位の結果ほ
ど斉一的なものではなかったのである。
　集団の自己調整システムの目標設定と改変の
過程は，人間集団の特異性の一つとして種々の
側面から検討を加える必要があると思われる。
とくにこの問題は集団の要求水準の設定や改変
として，すでに取扱われてきた事象と深い関連
をもつものであるから，要求水準を含めて問題
を整理することが必要と思われる。要求水準を
表わす集団目標は，多々益を弁ず式の目標であ
るが，通常は，到達することができるか，でき
ないかという点が集団の関心事となる。そこで
は当然，到達の程度を示す情報が重要な役割を
果すであろう。ここで集団目標としたものは，
それに到達することが可能か否かを問うものと
いうより，それに対して過大もしくは過小の業
績とならぬよう努力すべき値を示し，逸脱の程
度を最小にするようことが集団の課題であっ
た。そしてやはり逸脱の程度を示す情報が大き
な役割を果したのである。要求水準の観点から
すれば，この場合の要求水準は業績の多寡では
なく，逸脱度で表わされるであろう。そして，
業績の多寡が水準を表わすか逸脱度が水準を表
わすかは，集団の解決すべき課題の種類と集団
の置かれる状況によるに違いない。また要求水
準の達成に係わる指標としてD得点が一般に用
いられる。いわゆる目標差と達成差が取り扱わ
れる。それはここでの集団業績のフィードバッ
クにもとつく新しい目標設定に相当するであろ
う。もちろん達成差は目標と業績の偏差であり，
次の試行の目標設定および業績の調整に関係す
るものである。要求水準の変化が，成功や失敗
の経験に深く関連する事実は多くの研究で明ら
かにされてきたが，目標と業績の偏差が与えら
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れたどきに生ずる成功感や失敗感であるとする
ならば，ここでの目標設定と業績の調整の仕方
と同様であろう。さらにまた，集団の要求水準
の設定における個人と集団の関係は，ここでの
集団システムと個人システムの関係に相当する
ものと考えられる。成員の集団目標達成に対す
る動機の強弱が，集団の業績に反映する。集団
の中心的役割をもつ成員と周辺的役割の成員に
よる要求水準設定の相違や強い結びつきをもつ
集団であるか否かによる要求水準の傾向の違い
等に関する諸研究結果は，本実験の集団におい
ても問題となるであろう。
（付記）実験の実施にあたって，金沢市立森山町小学
校の教頭宮崎昇先生および同校の南信子先生のご協力
をいただいた。ここに記して深く謝意を表します。
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AStudy　on　Self－Control　System　of　Groups
The　Regulation　of　Group　Goal　and　Performance
　　by　means　of　Feedback　Information
Masao　Ohta
　　　　The　purpose　of　this　study　was　to　explore　the　self－control　system　of　human　groups，
especially　the　system　to　regulate　group　goal　and　performance　by　means　of　feedback
information．　The　subiects　18　fifth　grade　boys，　were　divided　into　three　groups　of　six
members．　Experimental　task　of　each　group　was　to　add　from　one　to　five，　to　random
numbers．　One　sublect　added　one，　a　second　added　two，　and　so　forth．　One　of　them
was　a　leader．　The　total　products　of　group　members　were　regarded　as　group
pe㎡ormance．　Two　experimental　situations　were　made．　In　situation　I，　members　were
given　both　goal　information　and　attainment　discrepancy　by　the　leader．　In　situation　II，
they　should　settle　their　goal　after　the　attainment　discrpancy　was　offered．　This
discrepancy　was　not　actua1，　but　one　arranged　by　the　experimenter．
　　　The　system　in　situation　II，　was　illustrated　by　Fig．1and　2．　Operators　which　generate
input　to　regulate　their　goal　and　performance，　composed　ofε（t）（attainment　discrepancy
at　t）and　E－1ε（t）（attai㎜ent　discrapancy　at　t－1），　and　their　weights　were　estimated　by
multiple　regression　coefficients．
